
心臓病等総合支援センターの活動
-心臓病領域‐

京都府立医科大学 附属病院 
循環器内科 的場聖明



京都府脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業

循環器病
総合支援

プロジェクト
委員会

モデル事業
の推進と評
価を支援

府内の地域医療ネットワークや近隣府県
病院と連携した地域支援体制が特徴

学会等の関連団体、他府県医療機関との
綿密な連携体制が特徴

心臓病相談･支援脳卒中相談･支援
脳卒中相談窓口併設心臓病相談窓口開設準備

・循環器病患者・家族の相談支援窓口設置
・京都心不全ネットワーク協議会参加施設による
フォロー

・心不全手帳・心不全手帳アプリ版の活用
・小児期からの循環器・脳卒中サポート
・アドバンス・ケア・プランニングをサポート
・リハビリテーション支援センターによる府内
リハビリテーションの均てん化

・高次脳機能障害の就労支援
・パンフレットの作成・YouTube配信等

・脳卒中療養支援センター設置
・脳卒中専門医と多職種による支援
・脳卒中相談マニュアルの活用
・小児期から成人期まで一貫した支援
・市民公開講座の定期開開催、病院HPの活用
・地域医療機関対象研修会、勉強会等
・脳卒中患者・家族用冊子の開発

脳卒中（急性期・慢
性期・維持期を）を

担う病院

心臓病（急性期・慢性
期・再発予防医療）を

担う病院

地域リハビリテーション
支援センター

診療所 保健所
市町村

地域医療支援
病院

患者団体

医師会等
関係団体

関係学会

介護保険事業所

京都府





①循環器病を予防する健診の普及や取り組みの推進

I. 漫画冊子を作成・配布して疾患啓発と予防

II. 市民公開講座で 高血圧や心房細動の
知識普及や心房細動アプリ開発



③救急医療の確保をはじめとした循環器病に係る
医療提供体制の構築

I. クラウド型12誘導心電図の普及と検証

II. 京丹後地域、京田辺市、舞鶴市実装済
→南丹地域、福知山地域、山城地域で
試験運用中

伝送された12誘導心電図をみて，患者が搬入される前に
スタッフを召集できる．搬入後すぐにカテ室入室が可能になる．

Chain of Survivalを地域全体で普及



⑨小児期・若年期から配慮が必要な循環器病への対策

I. 移行期支援用パンフレット作成、配布

II. 移行期支援センター設置のためのWG設置
及び実態把握アンケートの準備



2024年度 相談実績

【循環器】： 860件 (４～12月）
（対面 785件・電話 74件・その他 1件）

相談内容
※相談件数の多い項目

件数

治療 260

症状・副作用・後遺症 108

社会生活（就労・学校） 78

生活費・社会保障制度・医療費 48

食事・服薬・入浴・運動・外出 715

不安・精神的苦痛 353

介護・看護・養育 67

患者会・家族会（ピア情報） 3

92 95 

76 
85 

98 

74 73 

98 94 

0 0 0 5 8 7 11 5 9 13 8 8 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月別相談件数

対面相談 電話相談 その他

件

⑩ 循環器病に対する適切な情報提供・相談支援



⑦社会連携に基づく循環器病対策・循環器病患者支援

④リハビリテーション等の取組

・支援センター定例会議開催 １回/２か月

・毎週月曜開催 多職種ミーティング
28回開催予定

・7/19～：多職種連携（医師・看護師・薬剤師・栄養士・
理学療法士）による入院患者対象 心不全教室開催

（～12月）までに294名参加

・心不全患者看護会議開催 病棟・外来・地域連携室
１回/３か月

・本院リハビリテーション科Drとの連携による支援体制の構築

⑩循環器病に対する適切な情報提供・相談支援

⑥循環器病の緩和ケア

・多職種による組織的な相談支援体制の構築

昨年度とあわせて延べ人数600名を突破



・先天性心疾患治療中、意識消失期間長く、今後の学習のフォ
ローを見据え、京都府リハビリテーション支援センターと連携し
高次脳検査を実施事例あり。

・退院後スムーズに復学できなかった高次脳機能障害児に対して
リハビリ施設と学校関係者と本院（医療機関）でのカンファレン
ス開催の結果、復学できるようになった事例あり。

⑤循環器病の後遺症を有する者への支援

・本院リハビリテーション科Drとの連携による支援体制の構築

⑧治療と仕事の両立支援・就労支援

・先天性循環器疾患や移行期にあたる患者に移行期医療 支援センターとして介入。

・ハローワーク（２回/月）京都産業保健センター（1回/月）
予約制の定期対面・WEB相談連携

・相談員が両立支援コーディネーターとして相談対応

治療と仕事の両立支援として、就労支援し、休職・復職・転職等支援継続中



⑨小児期・若年期から配慮が必要な循環器病への対応

・ACHDカンファレンスの定期開催（１～２回/か月）
・移行期医療支援センター 定期会議 今年度12月までに4回開催

  昨年度から11回開催
対象者にニーズアンケート実施
・循環器の移行期医療支援としては延べ人数計136名

・移行期医療支援センター「移行期支援看護外来」開設
今後、取り組みの一環として「健康カード」考案中

けんこうかーど

移行期支援看護外来



今年度の講演会では、在宅支援者対象で講演会を4回開催



“京都心不全ネットワーク”
京都の心不全予後改善を目的として地域全体で共通の心不全指導を目指す取組

2019年8月発足
代表：的場 聖明

（京都府立医科大学 循環器腎臓内科）

2024年8月現在の参加医療機関(病院のみ記載)



京都心不全ネットワーク講演会
2022年（令和４年度）4/7～3/2まで……開催回数13回
2023年（令和５年度) 4/20～9/27まで…開催回数18回
2024年（令和６年度）4/18～1/16まで…開催回数14回



⑩循環器病に関する適切な情報提供や相談支援

I. 循環器総合支援センターの設置・パンフレット配布

II. 京都府医師会のオンラインネットワーク連携
多職種連携心不全手帳作成および病院間のみならず
お薬手帳シールを介して院外薬局とのネットワーク構築

III. 心不全患者の遠隔モニタリングシステムの開発
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